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「地域社会と異文化コミュニケーション」受講生による 

常総市多文化共生推進事業活動への参加 

 

現代社会学科 横溝 環 

日時および活動場所 

 令和 7年 6月 14日（土）10:00～12:00（常総市役所） 

令和７年 7月 12日（土）10:00～12:00（常総市役所） 

 令和 7年 8月 19日（火）13:00～15:00（常総市相野谷町公民館） 

 令和 7年 8月 21日（木） 9:00～11:00（石下紫峰高等学校）、14:00～15:00（常総市生涯学習センター） 

（※ 学生の任意参加） 

 

参加学生：7名（3年） 

 

内容と成果 

常総市役所の協力のもと、常総市多文化共生推進事業の一環として行っている「①相野谷町のゴミステーショ

ンの整備」「➁外国につながる児童生徒の夏休み学習支援」の活動に 7名の学生が参加させていただきました。 

6月 14日（土）および 7月 12日（土）は多文化共生推進員、市役所の職員、筑波大学の学生たちとともに

①②に関するアイディアを出し合い、企画を練りました。8月 19日（火）は相野谷町のゴミステーションに飾

る絵を地域の子どもたちに描いてもらう会のサポートをしました。国籍・年齢を問わず多くの子どもたちが集ま

り、思い思いの絵を仕上げてくれました。8月 21日（木）午前は石下紫峰高等学校、午後は生涯学習センター

にて、外国につながる生徒の学習支援を行いました。中学生を対象とした数学指導に関しては、推進員の方々か

ら「大学生が来てくれて助かった」とのお声をいただきました。 

「多くのステークホルダーとの協働の重要性を常総市との連携から学べた」「他大学の学生や市役所の職員、

多文化共生推進員、地域に住む一般の方など多種多様な方々が、それぞれの立場から意見を出し合いながら地域

をつくり上げていくことの大切さを実感できた」といった感想が、本活動に関わった学生たちからは挙げられま

した。多文化共生事業はこれからも続きます。学生たちには本活動を通して得られた学びを今後の活動につなげ

ていってもらいたいと思いました。 

このような貴重な活動を行うことができたのは後援会からのご支援のおかげです。心より御礼申し上げます。 

研修会後、ゴミステーションの現状把握（6月 14日） 研修会の様子（7月 12日） 



 
子どもたちによるお絵描き会①（8月 19日） 子どもたちによるお絵描き会➁（8月 19日） 

茨城大学の学生が中心となって作成したチラシ 筑波大学の学生が中心となって 

制作したパネル 

学習支援@石下紫峰高等学校（8月 21日） 学習支援@生涯学習センター（8月 21日） 


